
 

令和８年４月 15日 
神奈川県立座間高等学校 

令和７年度 学校評価報告書（実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

(３月 16日実施) 

総合評価(４月１日実施) 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の進路希
望や社会に繋が
る幅広い履修機
会を提供すると
ともに、主体的
に学ぶ高い意識
の定着と問題解
決能力の向上の
ため、特色ある
学校づくりを推
進する。 
 
 
 
②課題解決に向
けた探究学習の
充実を図り、生
徒の思考力・判
断力・表現力を
育む。 

① 校 務 Ｄ Ｘ
化  を推進して
いく中で、ＩＣ
Ｔを利活用した
授業研究に係る
課題を教員相互
で確認し、生徒
の探究意欲を引
き出す授業を実
践する。  
  
 
 
 
②総合的な探究
の時間における
探究活動の取組
みを一層深化・
充実させる。  

①校務ＤＸ化を図
りながら、生徒に必
要なＩＣＴ利活用
を、職員の意見を集
約して学習支援グ
ループ及び企画会
議で検証・検討す
る。また、相互授業
見学等で授業改善
の課題等について
検討する。  
 
 
 
②深みのある課題
を設定させること
で探究活動を充実
させるとともに、
活動内容の発表後
の振返りを通して
新たな知見を見出
させる。 

①校務ＤＸ化をどの
分野でどの程度推進
することができたか。
また、その計画を立て
ることができたか。相
互授業見学や学力向
上職員研修で課題に
ついて検討し、改善に
向けた取組みを行っ
たか。  
 
 
 
 
②課題設定及び活動
の振返りの方法をブ
ラッシュアップし、
探究活動を深化・充
実させることができ
たか。 

①校務ＤＸ化について
は、県から指示された
内容について、段階的
ではあるが、次年度に
向けて必要な準備を順
次進めることができ
た。学力向上職員研修
については、ＩＣＴを
利活用した授業改善に
向けて充実した内容と
なった。相互授業見学
については、引き続き
継続して実施してい
く。 
②課題設定から発表に
至るまでの過程を通し
て、深みある学習をさ
せることができた。１
年間の探究活動の振返
りアンケートを３月中
に実施する。 

①主にデジタル採点の
導入に向けての校内整
備等について全職員に
周知したが、次年度以
降、実際の運用に際し
てはまだまだ準備して
いかなくてはならない
ことが多い。３月から
４月中にかけて対応を
完了する。 
 
 
 
 
②令和７年度に実施し
た「総合的な探究の時
間に係る意見交換会」
での意見を生かしなが
ら探究活動をアップデ
ートし、取組みの一層
の深化・充実を図る。
探究活動の振返りアン
ケート結果を次年度に
生かす。 

①校務ＤＸ化により生
徒と向き合う時間を確
保すると良い。学力向
上研修や相互授業見学
では、推奨する授業を
複数提示し参観できる
と良いが、ＩＣＴ活用
に振り回されてはいけ
ない。学校外の資源の
活用も検討できると良
い。 
 
 
 
②地域や大学といった
学校外の資源の活用を
検討すると良い。 

①校務ＤＸ化を推進す
る土壌作りを進めた。
次年度は、運用面を全
体周知し、業務が円滑
に進むよう統括する必
要がある。生徒の授業
評価結果に満足するこ
となく、次年度も生徒
が学びや探究をより実
感できたと思える授業
を展開する必要があ
る。 

 
 
②課題設定から発表に
至るまでの過程を通し
て、深みある学習をさ
せることができた。今
後は、必要に応じて地
域や大学等の外部人材
の活用を検討する必要
がある。 

①学力向上研修や相互
授業見学のみならず、
外部講師による出張講
義等を行い、生徒も教
員も幅広い授業スタイ
ルを学べる機会を増や
す。引き続き授業で使
える様々な技術を学び
合える講習の機会を増
やし、教員の意識をよ
り一層高めていく。ま
た、校務ＤＸ化を進め
ることで職員個々に余
裕を生み出し、生徒に
向き合い寄り添う時間
をより一層確保できる
ようにしていく。 
 
②地域や大学等の外部
人材を必要に応じて活用
し、探究活動のアップデー
トにつなげる。 

２ 生徒指導・支援 

①組織的な相談
体 制 を 充 実 さ
せ、生徒が安心
して生活できる
ように支援する
とともに、その
社 会 性 を 高 め
る。 
 
 
 
 
 
 
 
②部活動や委員
会 活 動 を 通 じ
て、多様な他者
と協働すること
で、集団活動を
行う上で必要と
なること等を理
解させ、行動の
仕方を身に付け
られるよう支援
する。 

①ＳＣ、ＳＳ
Ｗ、教員による
カウンセリング
及び相談を実施
し、生徒や保護
者のニーズに応
えながら支援を
継続していく。 
 
 
 
 
 
 
 
②部活動や委員
会等において、
生徒がコミュニ
ケーションを図
りながら他者と
協働することを
支援する。  

①ＳＣ、ＳＳＷ、
教員 が常に情報を
共有しながら、組
織的に生徒への支
援を進めていく。
また、教員への研
修会を実施し、生
徒理解の向上を図
る。 
 
 
 
 
 
 
②生徒が中心とな
って、部活動や委
員会の目標、計画
等を作成したり多
様な他者と協働し
たりする場を設け
る。  

①悩みがある生徒、
保護者を適切に支援
することができた
か。また、研修会後
のアンケート等で教
員の生徒理解が向上
したことを確認する
ことができたか。  
 
 
 
 
 
 
 
②生徒が部活動や委
員会において、生徒
同士でコミュケーシ
ョンを図ったり他者
と協働したりする場
を設けることができ
たか。 

①悩みがある生徒、保
護者を適切に支援する
ことができた。また、
研修会を通じて教員の
生徒理解が向上した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②部活動、体育祭、文
化祭等の学校行事を通
じて、生徒が地域の
方々、部員、委員、教
員とコミュニケーショ
ンを図りながら活動す
ることができた。特に
体育祭、文化祭では、
生徒会本部と各委員会
が連携することができ
た。 

①ＳＣ、ＳＳＷ、教員
三者間の情報共有をよ
り一層強化し、組織的
に生徒への支援を進め
る体制を構築する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒が教員とコミュ
ニケーションや連携を
図る中で、意見が対立
する場面があった。計
画段階から協議する時
間を十分に確保し、生
徒の主体性を尊重しな
がら、必要な支援、調
整を行う。 

①支援を要する生徒は
増えている。学級担任
等が一人で抱え込むこ
とが無いよう情報共有
を密にすると良い。家
庭や地域との連携を大
事にし、組織的支援体
制をより一層強化し、
教育相談件数の減少を
目指してほしい。 
 
 
 
 
 
②教員と生徒が連携を
図るために、目的達成
の過程を明確にし、段
階ごとの役割を決め、
過不足を補い合いなが
ら進める必要がある。
②目標に向けた意見の
対立は、生徒の成長や
教員の生徒理解につな
がる。多様な生き方を
お互いに尊重し合える
生徒を育ててほしい。 

①ＳＣ、ＳＳＷ、教員
の三者が常に情報を共
有しながら、悩みがあ
る生徒、保護者を組織
的に支援することがで
きた。また、教員への
研修会を実施し、生徒
理解の向上につなげる
ことができた。生徒対
応においては、学級担
任や部活動顧問が問題
等を一人で抱え込むよ
うなことがないように
する必要がある。 
 
②部活動や学校行事に
おいて、生徒同士や生
徒と教員がコミュニケ
ーションを図る場を設
けることができた。特
に体育祭、文化祭にお
いては、新しい取組み
を生徒が発案し、生徒
会、委員会、教員で協
議を重ねた上で実現す
ることができた。ま
た、複数の部活動で地
域貢献活動を実施する
ことができた。 

①学級担任や部活動顧
問が一人で抱え込まな
いように、引き続き、
適時学年会等を開くな
どして、必要情報を共
有していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②学校行事等で新しい
取組みを行うにあたっ
ては、意見が対立する
こともあるが、今後
は、生徒同士及び生徒
と教員がしっかりコミ
ュニケーションを図
り、協議する時間を確
保しながら、部活動・
学校行事等をより良い
ものにしていく。 



 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

(３月 16日実施) 

総合評価(４月１日実施) 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとり
が自らの意志で
キャリアをデザ
インし、それに
基づく進路を実
現することがで
きるよう支援す
る。 

個々のキャリア
デザインを確立
させ、進路実現
を支援する。  

ガイダンス等を通
して自己理解を促
す。また、必要な
情報を効果的に発
信するなどして、
進路実現を目指す
環境を整える。  

ガイダンス等によ
り、個々の生徒がキ
ャリアデザインを確
立し、希望する進路
を実現させることが
できたか。  

各種ガイダンス等を通
じて必要な情報を効果
的に発信するととも
に、生徒個々のキャリ
アデザインを確立さ
せ、生徒が希望する進
路の実現を支援した。 

「自らの進路は自らの
力で切り拓くものであ
る」という大前提のも
と、生徒自身が思い描
く自己実現を高次に果
たせるよう、次年度も
ガイダンス等を通じて
情報収集能力や進路選
択力を養う。 

進路に係るガイダンス
は、教員と外部講師を
上手く組み合わせる必
要がある。大学卒業後
の進路情報を含め、最
新の大学受験情報を、
いつでも生徒に提供で
きるようにして欲し
い。また、外部人材を
活用したキャリア教育
の機会も取り入れると
良い。 

各種ガイダンス等によ
り生徒個々のキャリア
デザインを確立させ、
生徒の希望進路の実現
を支援した。過度な情
報提供や支援により、
生徒の情報収集能力や
進路選択力の向上を妨
げることが無いよう、
次年度も支援の在り方
を見極めながら、生徒
の進路実現を支援して
いく必要がある。 

外部人材を必要に応じ
て活用しながら、情報
を効果的に発信し、生
徒の情報収集能力や進
路選択力を養い、生徒
の進路実現を総合的に
支援していく。 

４ 地域等との協働 

情報等を適時適
切な頻度で発信
するとともに、
地 域 等 と 連 携
し、地域等と生
徒、職員が協働
して、より一層
開かれた学校づ
く り を 推 進 す
る。 

①学校ホームペ
ージを有効活用
し、最新情報を 
速やかに更新、
発信すること
で、本校の教育
活動を 広く周
知する。  
 
②-1 地域清掃
や座間市、近隣
住民と協力して
実施する防災訓
練などを、生徒
にとって「主体
的、対話的で深
い学び」となる
よう支援する。 
②-2 防災委員
会及び美化委員
会の生徒に地域
連携活動に主体
的に取り組むよ
う促す。 

①ホームページ更
新に係る講習会を
適宜実施し必要な
働きかけを丁寧に
行いホームページ更
新作業を適時円滑
に行うようにする。   
 
 
②-1 防災委員と美
化委員を中心に地
域清掃や防災訓練
を行い、ホームペー
ジ掲載する。コロナ
禍で簡素化した交
流を復活させる。生
徒中心に、近隣住民
と意見交換等を行
い、要望等を共有し
活動を検討する。  
②-2 防災委員会及
び美化委員会に、
活動内容を考えさ
せる。 

①グループリーダー 
や部活動顧問に発信
を促し本校の教育活
動を地域等に周知す
るとともに、地域等と
の協働体制を構築す
ることができたか。     
 
 
②-1 生徒主体に地
域等へ働きかけ、意
見交換を行う機会を
設けることができた
か。お互いの要望等
を共有しながら、よ
り現実的な防災訓練
を実施し、地域協働
活動を含めた防災計
画などを立案すること
ができたか。 
②-2 防災委員会及
び美化委員会が具体
的な取組みを立案
し、実施することが
できたか。  

①職員に個別対応し、
夏前には部活動の配信
内容を更新できた。 
行事予定は配信できた
が、取組状況報告は課
題が残る。  
 
 
 
②-1 地域清掃では、地
域住民と主体的に係
り、地域の一員として
の自覚と協働体制を構
築することができた。  
②-2 地域清掃活動は、
職員からの生徒委員会
への働きかけと自治会
との調整が遅くなり、
当初予定通りとはなら
なかった。 
防災活動は、防災委員
が主体的に立案し、実
施することができた。 

①文化部などのホーム
ページ更新が少ない。
日常の活動報告等更新
を促す。  
学校行事の取組状況等
配信遅れが目立つ。行
事の記録係、カメラの
貸出し等工夫し、記録
を残すようにする。 
 
②-1 生徒から自治会へ
連携を働きかける等環
境保全を担っている自
覚を促す工夫をする。 
②-2 必要な働きかけを
早期に行い生徒の主体
的な活動を支援する。 
地域との連携を密にし
生徒主体の地域清掃活
動に向けて支援する。
防災委員会の振返りを
次年度の活動計画に活
かす。 

①ホームページは、学
校のブランド力を表現
する重要なツールであ
り、適切な情報更新は
情報発信力やフットワ
ークの良さを示し、学
校への信頼度を上げる
ことになる。県民の興
味をそそるように、ホ
ームページを充実させ
てほしい。 
 
②発災時を想定し、地
域自治会は高校生に大
きな期待を寄せてい
る。そのためにも、地
域と関わる機会をより
一層増やして欲しい。 
自治会の回覧に学校か
らの文書等を添付する
等、自治会からも学校
との必要な協働を働き
かけていきたい。 

①多くの職員はホーム
ページの更新作業に慣
れたが、業務が多くな
る時期には、更新が遅
れたり、更新しなかっ
たりすることがある。 
 
 
 
②地域清掃活動を通し
共に参加した地域住民
と主体的に意見を交換
させることを通して、
生徒に地域の一員とし
ての自覚を持たせると
ともに、地域との協働
体制を構築することが
できた。 
今後は、清掃活動を充
実させるだけでなく、
発災時の連携、協働体
制を充実させ、災害時
に地域貢献できるよう
地域に根ざした学校を
目指す必要がある。 

①最新情報を迅速に発
信し、ホームページを
充実させる。行事の事
前情報や実施報告など
を適時配信し、本校を
紹介する取組みを丁寧
に行う。今後も職員へ
の必要な働きかけを続
け、こまめな更新の重
要性について意識啓発
を図る。 
 
②地域防災に係る自治
会との協議の場を早期
に設定し、地域に根差
した充実した活動とな
るよう工夫する。 
自治会回覧の活用等や
意見交換等の交流を通
して、地域との連携、
協働を日頃から深めて
いけるよう取組む。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①事故、不祥事
の防止を徹底す
るとともに、安
心で安全な学校
づくりに組織的
に取り組む。 
 
 
②本県の「働き
方改革」に合わ
せ、効率的で合
理的な働き方に
ついて研究し、
その成果を教育
活動に生かす。 

①事故・不祥事
事案を起こさな
い。安全で安心
な学びの場を提
供する。  
 
 
 
②本県の「働き
方改革」に関す
る指針を基に、
本校における働
き方改革の加速
化を目指す。  

①不祥事防止会
議、グループ会議
等を通して、職員
相互の事故・不祥
事防止に係る意識
を高める。経験年
数の浅い職員に特
化した校内研修を
行う。  
②衛生委員会の改
善意見等を参考に
準備を進める。職
員対象アンケート
調査を実施する。  

①月単位で、事故・
不祥事事案が発生し
ていないかの振り返
り及び事故・不祥事
防止の徹底が成され
たか。  
 
 
②衛生委員会で、業
務改善に係る必要な
検討を行うことがで
きたか。また、実施
可能な業務改善にア
ンケート調査の分析
結果を活かすことが
できたか。  

①概ね目標は達成でき
た。引き続き安心で安
全な学校づくりに組織
的に取り組んでいく。 
 
 
 
 
② -1「働きがい改革
ZAMA」がオフィス改善
の検討を行うが、達成
状況を記するまでには
至っていない。 
②-2 業務アシスタント
を有効に活用すること
ができるようになって
おり、検討会議やアン
ケート調査をする必要
はなくなった。 

①事故・不祥事を起こ
すことがないように継
続して意識啓発活動を
実施する。 
 
 
 
 
② -1「働きがい改革
ZAMA」を活性化し、オ
フィス改善活動を推進
する。       
②-2 私費会計業務を含
めた業務の整理と可視
化により、業務アシス
タントと新たに配置さ
れる業務サポーターに
円滑に業務依頼ができ
る体制を構築する。 

①不祥事は、職場の風
通しの悪さと本人の魔
が差した行動に起因す
る。不祥事防止会議を
マンネリ化させること
なく有効的に機能させ
ることが大切である。 
 
②-1 オフィス改善は、
他校を参考にしてウェ
ルビーイングな職場環
境として欲しい。 
学校を支える多様な主
体が相互に関わる仕組
みづくりを期待する。
②-2 業務アシスタント
がストレスなく業務を
引き受けられるよう、
日頃からの雰囲気づく
りを進めるとよい。 

①概ね目標達成したが
事故不祥事の根絶につ
いては、引き続き意識
啓発を図っていく必要
がある。 
 
 
 
② -1「働きがい改革
ZAMA」を活性化しオフ
ィス改善に向けて準備
する。地域連携の活性
化に向けて検討する。 
②-2 学校 Teams 掲示板
に業務アシスタント及
び業務サポーターへの
業務依頼ページを設定
した。活用状況を確認
し円滑な体制を構築し
ていく必要がある。 

①定例の不祥事防止会
議や経験の浅い職員研
修を工夫し、不祥事を
「自分事」として捉え
させ。安心安全な学校
づくりに組織的に取り
組む。 
 
② -1「働きがい改革
ZAMA」を活性化しオフ
ィス改善を準備しウェ
ルビーイングな職場環
境づくりを推進する。 
地域との連携体制を構
築していく。 
②-2 教職員と業務アシ
スタント等のコミュニ
ケーションを密にし、
業務負担を軽減する。 


